
写真機用ケース、楽器用ケース、銃用ケース、
製図機器用ケース、首飾り用ケース
その他これらに類する容器

① 特定の物品又は物品のセットを収納するために
特に製作し又は適合させたもの

② 長期間の使用に適したもの
③ 当該容器に収納される物品とともに提示される
④ 通常当該物品とともに販売されるもの

当該物品に含まれる

ただし、この（a）の原則は、重要な特性を全体に与えている容器につい
ては、適用しない。 37

通則 5 （ａ） ケース、箱その他これらに類する容器



38

通則 5 （ａ）

事例1： ナイフと専用ケース ⇒ ナイフで分類

第82.11項（刃をつけたナイフ）

事例2： トランペットと専用ケース ⇒ 楽器で分類

第92.05項（吹奏楽器）

ケース、箱その他これらに類する容器



重要な特性を全体に与えている

＝ 単なる容器ではない

事例 ： 香水が入った携帯用香水入れ
（金及び七宝焼で装飾したもの）

第71.14項（細工品）に所属を決定

※香水と分離課税（第33.03項）

･･･ただし、重要な特性を全体に与えている容器には適用しない

39

通則 5 （ａ）



（a）の規定に従うことを条件として、

① 物品とともに提示

② かつ、当該物品の包装に通常使用する

包装材料及び包装容器

当該物品に含まれる

ただし、この（b）の規定は、反復使用に適することが
明らかな包装材料及び包装容器については、この限り
ではない。

40

通則 5 （ｂ） 包装材料及び包装容器
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通則 5 （ｂ）

事例１： 完成した靴とともに提示された 『紙製の箱』 と 『保護紙』

事例２： ネックレスとともに提示された 『ポリエチレン製の袋』 と 『板紙』

第64類（靴）で分類

第71類（ネックレス）で分類

包装材料及び包装容器



反復使用に適することが明らかな
包装容器

事例 ：液化ヘリウムを充てんした
『鉄鋼製高圧ガス容器』

第73.11項（液化ガス用の容器）
※ヘリウムは第28.04項 （分離課税）

・・・ただし反復使用に適する容器には適用しない

42

通則 5 （ｂ）

ヘ

リ

ウ

ム



号の規定及びこれに関係する号の注の規定に従い、
かつ前記の原則を準用して決定するものとし、この
場合において、

同一の水準にある号のみを比較することができる。

号の所属を決定する為のルール

この６の原則の適用上、文脈により別に解釈される
場合を除くほか、関係する部又は類の注も適用する。

43

通則 ６ （抜粋）
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同一の水準にある号のみを比較するとは

表の段落ちに注目し、通則３の適用などで、号同士を比較する必要が生じた
場合に、同じ段落ちのレベルのもの同士を比較する



正しい品目分類に必要なこと

 正確な商品把握

 関税率表体系の理解

 部注、類注の理解

 関税率表の解釈に関する通則の理解

45

通則をふり返って



品目分類のための情報

46

製 法 （ 例：衣類 ⇒ 織物製品 or ニット製品 ）

成 分 （ 例： 合金 ⇒ 最大重量 ･･･ ）

構 造 （ 例： 鉄鋼製品 ⇒ 中空の管 or 棒 ･･･ ）

機 能 （ 例： 加工機械 ⇒ 金属 or ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、成形 or 研削 ･･･）

包 装 （ 例： 容器は反復使用に適するのか ･･･ ）

学 名 （ 動植物 ）



関税分類の参考資料

 実行関税率表（タリフ）

 関税率表解説

 分類例規
国際分類例規・国内分類例規

 品目分類事例（税関ＨＰに公開）

47
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関税率表解説 （ＨＳ品目表を補足）
世界税関機構（WCO）の公式の解釈である「Explanatory Notes」を翻訳したもの

国際分類例規
WCOの公式の見解である

「Classification Opinions」

を翻訳したもの

国内分類例規
分類の不統一を生じやすい

品目について、我が国独自

に分類上の基準等を定めた

もの

税関ホームページ

http://www.customs.go.jp/



目次3. 事前教示制度

49

輸出入される皆さまから照会

（輸出入者、通関業者、個人輸入者等）

⇒ 税番の回答 ⇒ 申告等のサポート

＜照会先＞

東京税関業務部 首席関税鑑査官部門

＜照会要件＞

具体的で正確なもの （架空でない）

＜回答内容＞

関税率表の所属区分（税番）、税率、分類理由



事前教示の種類

50

 文書教示（書面による照会）

＝回答は正式な税関としての見解

⇒ 3年間、全国の税関で尊重される

⇒ 税関ホームページで原則公開

 口頭教示（窓口・電話・eメールによる照会）

＝参考意見
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『輸出入の手続き』をクリック

キーワードを
入力して検索

税関ホームページ
http://www.customs.go.jp/



ご清聴ありがとうございました

52

お問い合わせ先

電話：03-3529-0700

E-mail：tyo-gyomu-info@customs.go.jp


